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働きかけるイエスの福音
 ―  問われる宣教の変革

待望の
翻訳！
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教会の宣教はアガペーによる介入である !
「人に介入し、変革をもたらす」神を、 

なおも現代に語れるだろうか？
西洋キリスト教がもたらした強い確信に基づく絶対的真理としての福音宣教が、西洋文化の近代化プロ
ジェクトにいかに取り込まれてしまったかを徹底して暴く、衝撃の自己批判の書。私たちの福音理解と宣
教のあり方そのものを、その根本から問い直す預言者的希望の名著、待望の翻訳 !　

著者まえがき
訳者まえがき

序章
支配を超えて
ギリシア的二元論を超えて
概観

第一章　ポストモダンにおけるキリスト者の証し
パラダイム・シフトの影響
文化的なダイナミズムに対する新しい理解
コミュニケーション過程について
ポストモダンにおける神学的視点

第二章　介入 ― 存在と宣言
触媒としての働き
対話的協力関係
パルーシアとしての存在

第三章　宣教の概念的枠組みの新しい方向性
変革のパラダイムへの概念的枠組み
変化とその担い手 ― 受肉のスタイル

第四章　どのような介入なのか？ ―「霊性」の定義
どのような種類の介入か？
霊性の定義
求められる変化

第五章　宣教に対するキリスト者の霊性
霊性の形態
キリスト教的霊性
霊性の形成
宣教師の霊性の特徴

第六章　回心と社会的変革 ―「力の行使」について
確信の後退

権威と力
根本的な回心の必要性
変革のプログラムの特徴
シャローム

第七章　他宗教との関係
新約聖書からの戦略的な提案
神学的視点
具体的な神学的課題
実践的な視点
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翻訳：南野浩則（みなみの ひろのり）：同志社大学（法学部政治学科）、福音聖書神学校、メノナイトブレザレン聖書神学校、アバディーン大学院 (Ph.D. 旧約学）で学ぶ。現在、日本メノナイト
ブレザレン教団石橋キリスト教会牧師、福音聖書神学校教務、TMRI 理事。著訳書：『聖書を解釈するということ―神のことばを人の言語で読む』（いのちのことば社）、『十戒―シナイ契約・律法
と山上の説教』（いのちのことば社）、エルマー・マーティンズ著 『神のデザインー旧約聖書神学の試み』（福音聖書神学校出版局）、ベルンハルト・オット著 『シャーローム・神のプロジェクト』（い
のちのことば社）他。
監修：西岡 義行（にしおか よしゆき）：東京聖書学院、アズサ・パシフィック大学、同大学院、フラー神学校（Ph.D. 比較文化論）で学ぶ。現在、東京聖書学院教頭、TMRI 総主事、東京基督教大
学非常勤講師、日本ホーリネス教団川越のぞみ教会牧師。著訳書： “Worldview Methodology in Mission Theology” (Missiology, vol. 26）、D. ボッシュ著『宣教のパラダイム転換』（編集共訳／新教出
版社）、『社会に開かれた教会』（共編著／いのちのことば社）、“A Creative Death Ritual: Receptor-Oriented Sense-Making in Japan.” In Traditional Ritual as Christian Worship. (Orbis Books) 他。
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